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取材源の秘匿　予告レジュメ
　本年１０月３日、最高裁小法廷は、ＮＨＫ記者が、証言台において取材源を秘匿したことを許容する判断を下しました。私達が調べた限りでは、これは最高裁が取材源の秘匿を認めた初めてのケースです。
　取材源の秘匿は、報道機関が権力の不正を暴こうとする時に、極めて大きな意義を持ちます。いわゆる「リーク」という形で情報が報道機関に提供される時、情報源となる個人や組織は、「報道機関が秘密を守ってくれる」という前提と信頼があって初めて口を開くと考えられるからです。
　ところが、わが国には、取材源秘匿の根拠となる明文規定がありません。そのため、これまで多くのジャーナリストが、法廷で証言を拒否したことを理由に罰せられてきました。そこで、取材源の秘匿の根拠が問題となります。

　今回の発表（１２月１４日、２０日）では、いかなる根拠によって取材源の秘匿が認められるのか、どのような場合に取材源の秘匿が認められるのか、そして、取材源の秘匿を認めることによる問題は何か、ということについて考えていきたいと思います。

　なお、参考文献を以下に示しますが、今回は、参考文献を読んでいなくても楽しめるような発表を目指したいと考えています。

○参考文献

・佐藤幸治『表現の自由と取材の権利』、公法研究３４号、１２６頁

・小山剛『取材源の秘匿』、法学教室２３６号、１８～２１頁
・鴨良弼『ジャーナリストの証言拒否権』、団藤重光博士古希祝賀論文集第４巻、２３７～２５８頁

・前田正義『いわゆる取材源秘匿権の法理の再構成そして拡大的解消 ― ジャーナリストの事実上の地位と法上の地位の狭間で ―』、海保大研究報告法文学系５０巻２号、１８０～１４５頁（左開きの冊子なので、ページ数が逆表記になっています）

・奥平康弘「ジャーナリズムと法」、新世社、１９９７、９５～１０６頁

○関係判例

ファイルバンクの「ゼミ発表準備」フォルダ→「取材源の秘匿」に入っています。興味のある方は、適宜ご参照ください。
